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外
務
省
職
員
が
公
務
出
張
に
際
し
て
取
得
し
た
マ
イ
レ
ー
ジ
の
同
省
に
お
け
る
取
り
扱
い
に
関
す
る
第
三
回
質

問
主
意
書

昨
年
、
い
わ
ゆ
る
「
居
酒
屋
タ
ク
シ
ー
」
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
政
府
と
し
て
同
年
六
月
十
二
日
、
各

省
庁
に
、
職
員
が
公
費
出
張
で
飛
行
機
を
利
用
す
る
際
に
私
的
に
マ
イ
レ
ー
ジ
を
取
得
す
る
こ
と
（
以
下
、
「
マ
イ
レ
ー
ジ
取

得
」
と
い
う
。
）
を
自
粛
す
る
様
指
示
を
出
し
、
外
務
省
に
お
い
て
も
、
同
月
二
日
以
降
の
公
費
出
張
に
つ
い
て
「
マ
イ
レ
ー

ジ
取
得
」
を
し
な
い
様
、
省
内
の
電
子
メ
ー
ル
で
全
職
員
に
通
達
が
出
さ
れ
、
更
に
本
年
一
月
一
日
以
降
に
は
、
同
省
に
お
い

て
、
職
員
が
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
旅
費
の
支
給
を
受
け
て
航
空
機
の
利
用
を
伴
う
公
務
の
た
め
の

旅
行
（
以
下
、
「
公
務
旅
行
」
と
い
う
。
）
を
す
る
際
は
、
当
該
航
空
機
の
利
用
に
よ
り
取
得
す
る
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、
公
費
節
減
の
観
点
か
ら
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
と
す
る
新
た
な
ル
ー
ル
（
以
下
、
「
新
ル
ー
ル
」
と
い
う
。
）
が
適
用
さ

れ
て
い
る
。
右
と
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
四
四
号
）
及
び
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二

八
八
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
新
ル
ー
ル
」
の
適
用
が
な
さ
れ
て
か
ら
、
外
務
省
職
員
が
「
マ
イ
レ
ー
ジ
取
得
」
に
よ
り
取
得

し
た
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
実
際
に
公
費
削
減
の
観
点
か
ら
活
用
さ
れ
て
い
る
か
、
外
務
省
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
事
例
を
把
握

一



し
て
い
る
か
、
「
新
ル
ー
ル
」
が
適
用
さ
れ
て
以
降
、
「
公
務
旅
行
」
に
係
る
費
用
が
ど
れ
く
ら
い
削
減
さ
れ
た
か
を
集
計

し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
更
に
「
新
ル
ー
ル
」
は
、
「
公
務
旅
行
」
に
係
る
費
用
は
じ
め
、
外
務
省
に
お
け
る
公
費
の
削

減
に
ど
の
様
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
具
体
的

な
公
費
節
減
効
果
の
検
証
の
た
め
に
は
本
方
針
の
開
始
よ
り
相
当
の
期
間
を
経
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
新
ル
ー
ル
」
に
よ
る
具
体
的
な
公
費
節
減
効
果
を

検
証
す
る
に
は
相
当
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
、
外
務
省
と
し
て
、
「
新
ル
ー
ル
」
の
適
用
が
な

さ
れ
て
か
ら
、
同
省
職
員
が
「
マ
イ
レ
ー
ジ
取
得
」
に
よ
り
取
得
し
た
マ
イ
レ
ー
ジ
が
実
際
に
公
費
削
減
の
観
点
か
ら
活
用

さ
れ
た
具
体
的
事
例
を
把
握
し
て
い
る
か
否
か
、
右
の
点
に
つ
い
て
の
み
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
答
弁
に
は
「
相
当
の
期
間
を
経
る
こ
と
が
必
要
」
と
あ
る
が
、
外
務
省
と
し
て
、
右
の
「
相
当
の
期
間
」
と
し
て
具

体
的
に
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
想
定
し
て
い
る
か
。

三

外
務
省
と
し
て
、
二
の
期
間
を
経
た
後
、
「
新
ル
ー
ル
」
に
よ
る
公
費
節
減
効
果
に
つ
い
て
検
証
を
す
る
考
え
で
い
る
の

か
。

四

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
削
減
額
を
集
計
す
る
作
業
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

二



る
。
」
と
、
外
務
省
と
し
て
、
「
新
ル
ー
ル
」
が
適
用
さ
れ
て
以
来
、
ど
れ
だ
け
の
公
費
削
減
が
な
さ
れ
た
か
の
集
計
作
業

を
行
っ
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省
が
そ
も
そ
も
右
の
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
の
な
ら
、
二
の
期
間
を

経
た
後
で
も
、
「
新
ル
ー
ル
」
に
よ
り
ど
れ
だ
け
の
公
費
節
減
効
果
が
あ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が

な
い
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

五

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
外
務
省
に
お
い
て
職
員
が
旅
費
法
に
基
づ
き
旅
費
の
支
給
を
受
け
て
航
空
機
の
利
用
を
伴
う

公
務
の
た
め
の
旅
行
を
す
る
際
に
、
当
該
航
空
機
の
利
用
に
よ
り
取
得
す
る
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
管
理
に
努

め
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
場
合
に
、
マ
イ
レ
ー
ジ
の
状
況
が
表
示
さ
れ
た
電
子
情
報
等
を
部
局
ご
と
の
担
当
者

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
新
ル
ー
ル
」
適
用
以
後
、
外
務
省
職
員
が
「
マ

イ
レ
ー
ジ
取
得
」
に
よ
り
取
得
し
た
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
本
年
四
月
二
十
日
時
点
で
、
同
省
全
体
で
何
マ
イ
ル
蓄
積
さ
れ
、
そ

の
内
ど
れ
だ
け
の
マ
イ
レ
ー
ジ
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


